
情報社会を泳ぎきる！

かしこいヒツジへの道
解　説　書

（授業展開例・ワークシート例付）

平成 19年度
　　中学生向けWeb 版消費者教育読本（令和 2年度改訂）

主体的・対話的で深い学びができる！主体的・対話的で深い学びができる！

二者間契約、三者間契約二者間契約、三者間契約（クレジットカード）（クレジットカード）の学習ができる！の学習ができる！

令和2年度改訂版

楽しく学習できるように、
キャラクターを充実！
漫画も読んでね！

イカ先生
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  東京都消費生活総合センターでは、学校でのインターネット環境が整備されたことを受けて、毎年度 Web
版の教材を作成しています。
　平成 19 年度に作成した「情報社会を泳ぎきる！かしこいヒツジへの道」は、中学生が巻き込まれやすいイ
ンターネットトラブル事例とその対処方法の学習を通じて、経済社会の中で主体的に判断し行動できる力を
身に付けることを目的として作成した教材です。しかし、作成から 13 年が経過しており、取り扱っている事
例が現状に合わなくなっていることから、以下の改訂を行いました。

【主な改訂点】
１　トラブル事例を現状に合わせ、契約の基本ルールとトラブル回避の方法を考える学習教材に変更。
２　平成 29 年に告示された学習指導要領「技術・家庭編（家庭分野）」を踏まえ、三者間契約（クレジット契約）

を追加。
３　主に中学校技術・家庭科での活用を中心に、ワークシート及び解説書を新たに作成。

　スマートフォンの普及により、消費生活センターにはインターネット関連の相談が増えています。ネット
ショッピングは便利ですが、注意点もたくさんあります。本教材が中学校での消費者教育の一助になれば幸
いです。

                                                      令和３年３月　東京都消費生活総合センター

　　中学校における消費者教育中学校における消費者教育
　　　（1）中学校における消費者教育の実践.................................................................................... 1
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（1）（1）中学校における消費者教育の実践中学校における消費者教育の実践

　平成 29 年 3 月に告示された中学校技術・家庭科（家庭分野）の学習指導要領は、従前 4 つの内容で構成さ
れていましたが、今回は 3 つの内容に再構成されました。
　消費者教育に関する内容は、「C 消費生活・環境」にまとめられています。（1）「金銭管理と購入」及び（2）「消
費者の権利と責任」については、全ての生徒に履修させ、（3）「消費生活・環境についての課題と実践」は生
徒の興味・関心や学校・地域の実態等に応じて選択させて履修させるものとしています。
　ここでは、持続可能な社会の構築に向けて考え、工夫する活動を通して消費生活・環境に関する知識や技
能を身に付け、身近な消費生活と環境について課題を解決する力を養い、身近な消費生活と環境について工
夫し創造しようとする実践的な態度の育成をねらいとしています。また、キャッシュレス化の進行に伴い、小・
中・高等学校の内容の系統性を図り、中学校に金銭の管理に関する内容を新設しています。さらに、消費者
被害の低年齢化に伴い、消費者被害の回避や適切な対応が一層重視されていることから､ 売買契約の仕組み
と関連させた消費者被害を取り扱うこととなりました。そして、持続可能な社会の構築に向けて消費生活と
環境を一層関連させた学習を実施し、消費者市民社会の担い手として自覚をもって環境に配慮したライフス
タイルの確立の基礎を培うことが求められています。

11..中学校における消費者教育中学校における消費者教育

　平成 24 年 12 月に施行された消費者教育推進法は、個々の消費者の安心・安全の確保が主であった消費者
教育から消費者市民社会の形成への参画という行動にまで広げています。消費者教育の充実には、消費者と
しての基本的な考え方や行動について分かりやすく具体的に示すことが重要であり、学校教育の果たす役割
が大きいものであると考えます。
　平成 29 年 3 月に告示された中学校学習指導要領では、社会科、技術・家庭科に消費者教育に関する内容が
具体的に示され、これらの教科を中心に生徒の発達段階を踏まえて消費者教育を推進することが求められて
います。また、学習の基盤となる言語能力、情報活用能力、問題発見する力、解決能力等は一つの教科等で
完結できるものではなく、人的・物的な体制の確保とともに教科横断的な視点で組み立てる学校全体として
のカリキュラム・マネジメントの立案や実践が重要なポイントだと指摘されています。

（2）中学校技術・家庭科（家庭分野）に示される消費者教育（2）中学校技術・家庭科（家庭分野）に示される消費者教育

座　長　小谷野　茂美

プロフィール　
現・東京家政学院大学　客員教授

中学校技術・家庭科（家庭分野）の教諭として、東京都
公立中学校３校に勤務後、東京都教育委員会等指導
主事、東京都教職員研修センター課長、東久留米市教
育委員会参事、東京都公立中学校長２校、青梅市適
応指導教室長等に就いた。
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22..教材紹介教材紹介

（1）「かしこいヒツジへの道」画面展開（1）「かしこいヒツジへの道」画面展開

1　買ったものがイメージと違う！　

ヒツジの
トラブル
体験談

ヒツジが
学んだこと

ワークの
解説

おさらい
クイズ

ワークシート
P20 ～ P25

ワーク

一人学習ができるように
「今日のココツボ」を集め
たページもあります！

参考ページ
・指導者のための押さ
えておきたい知識

・ワークシート

指導者のための
押さえておきた
い知識
ｐ 12

ボタンを押すと、
標語を見ること
ができます。

各ボタンを押すと、
詳細を見ること
ができます。

ボタンを押すと、
ワークの解説を見
ることができます。

ボタンを押すと、

解説を見ることができます。

番号を押すと、
答えと解説を見る
ことができます。
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2. 教材紹介2.2.教材紹介教材紹介

2　買ったものが届かない…　

ヒツジの
トラブル
体験談

ヒツジが
学んだこと

ワーク

ワークシート
P20 ～ P25

ワークの
解説

おさらい
クイズ

一人学習ができるように
「今日のココツボ」を集め
たページもあります！

参考ページ
・指導者のための押さ
えておきたい知識

・ワークシート

指導者のための
押さえておきた
い知識　ｐ 13

ボタンを押すと、
ワークの解説を見
ることができます。

ボタンを押すと、
標語を見ること
ができます。

ボタンを押すと、
詳細を見ること
ができます。

ボタンを押すと、

解説を見ることができます。

番号を押すと、
答えと解説を見る
ことができます。
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3　身に覚えがないのに高額な請求が！　

ヒツジの
トラブル
体験談

事業者に
連絡すると
どうなるか

一人学習ができるように
「今日のココツボ」を集め
たページもあります！

参考ページ
・指導者のための押さ
えておきたい知識

・ワークシート

ボタンを押すと、
標語を見ること
ができます。

指導者のための
押さえておきた
い知識
ｐ 15
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2. 教材紹介2.2.教材紹介教材紹介

ワークの
解説

おさらい
クイズ

一人学習ができるように
「今日のココツボ」を集め
たページもあります！

参考ページ
・指導者のための押さ
えておきたい知識

・ワークシート

ワーク

ワークシート
P20 ～ P25

指導者のための
押さえておきた
い知識
ｐ 14

ヒツジが
学んだこと

ボタンを押すと、
標語を見ること
ができます。

「くわしく見る」を
押すと、詳細を見
ることができます。

番号を押すと、答
えと解説を見る
ことができます。

ボタンを押すと、
ワークの解説を見
ることができます。

ボタンを押すと、
解説を見ることができます。
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4　オンラインゲームで高額な請求が…　

ヒツジの
トラブル
体験談

ワーク

ワークシート
P20 ～ P25

ヒツジが
学んだこと

ワーク

ワークの
解説

おさらい
クイズ

一人学習ができるように
「今日のココツボ」を集め
たページもあります！

参考ページ
・指導者のための押さ
えておきたい知識

・ワークシート

指導者のための
押さえておきた
い知識
ｐ 16~17

ボタンを押すと、
標語を見ること
ができます。

「くわしく見る」を
押すと、詳細を見
ることができます。

ボタンを押すと、
ワークの解説を見
ることができます。

番号を押すと、答
えと解説を見る
ことができます。

ボタンを押すと、
解説を見ることができます。
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2. 教材紹介2.2.教材紹介教材紹介

5　消費生活センターに相談しよう　

ヒツジの
相談体験談

ココツボ
クイズに
挑戦

参考ページ
・指導者のための押さ
えておきたい知識

・ワークシート

一人学習がで
きるように「今
日のココツボ」
を集めたペー
ジです。

おわりに（漫画）

6　ココツボクイズに挑戦　

ボタンを押すと、
相談時のチェック
ポイントとメモを見
ることができます。

ボタンを押すと、「お
わりに」の漫画で消費
生活センターに相談す
る意義を学ぶことがで
きます。

全部で４ステージ、
9問あります。



88

（2）はじめに、おわりに（漫画）（2）はじめに、おわりに（漫画）

はじめに
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2. 教材紹介2.2.教材紹介教材紹介
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おわりに
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2. 教材紹介2.2.教材紹介教材紹介



1111

33 指導者のための押さえておきたい知識指導者のための押さえておきたい知識

（1）通信販売トラブル「買ったものがイメージと違う！」（1）通信販売トラブル「買ったものがイメージと違う！」

・契約の基本と消費者保護

　契約とは、法的に保護される約束のことです。契約が成立すると、その約束を守らなければならない義務（相
手方からすると、約束を守ってもらえる権利）が発生します。
　「契約が成立したら、一方的な都合で解約することはできない」というのが民法の原則です。勝手に解約で
きてしまうと、約束を守ってもらえると期待して準備した相手方に不利益が生じるからです。
　ここで注意すべきは、民法が前提にしているのは「契約当事者は対等だ」ということです。しかし、実際には、
消費者と事業者との間には、情報量や交渉力に大きな格差があります。このため、消費者が契約の要否等を
適切に判断できずに、契約をしてしまう場合があります。そこで、消費者の権利を守るために、民法の特則（特
別法）が定められています。特定商取引法、割賦販売法、消費者契約法などが、これに当たります。

・通信販売はクーリング・オフができない

　一定の期間内であれば、いかなる理由であっても、消費者が一方的に契約を解約できるのが「クーリング・
オフ」です。クーリング・オフは、主に特定商取引法が定める特別ルールで、消費者にとって非常に強力な
手段です。しかし、通信販売にはクーリング・オフが適用されません。通信販売は、訪問販売等のように不
意打ち性がないからです。
　代わりに、通信販売については、「消費者からの解約が原則可能とした上で、事業者が解約や返品の特約を
表示している場合には、特約が優先される」と定められました。つまり、「返品不可」という特約が表示され
ていれば、消費者は返品できないのです。
　このため、通信販売であるネットショッピングでは、「購入しようとする商品が、解約や返品はできるのか」
をしっかり確認する必要があります。

・どこを確認すればよいのか？

　ネットショッピングのサイトには、
「特定商取引法による表記」「ご利用ガ
イド」「お問い合わせ」など、さまざま
な言い方で必要な情報が記載されてい
ます。
　しかし、特定商取引法は、「どこに何
を記載しなければならない」とは定め
ていません。「商品の代金や送料、支払
方法などの購入条件や解約や返品の特
約をサイト内に表示しなければならな
い」としか定めていないのです。
　このため、「特定商取引法による表記」
だけを読んで、「解約や返品の特約がな
い」と判断してはいけません。1 つの
情報だけで判断せずに、必要な情報を
意識して、どこに書かれているのかを
しっかり確認することが大切です。

特定商取引法では、返品条件などの記載すべき事項をどこに記載するかまでは定めていない。
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3.3.指導者のための押さえておきたい知識指導者のための押さえておきたい知識指導者のための押さえておきたい知識指導者のための押さえておきたい知識

（2）通信販売トラブル「買ったものが届かない…」（2）通信販売トラブル「買ったものが届かない…」

　オンラインショッピングモールやネットオークション、フリマサイトなどのプラットフォーム（楽天
市場やヤフオク、メルカリなど）を利用した場合に、プラットフォーム事業者から商品を購入したと認
識している消費者は少なくありません。
　しかし、売買契約は消費者と出品者との間で締結されており、プラットフォーム事業者との間に契約
はありません。このため、「商品が届かない」といったトラブルが発生した場合、プラットフォーム事
業者にトラブルを訴えても、「当社では対応できません。出品者（販売業者）と話し合ってください。」
と言われてしまうケースが多いのです。

トラブルを避けるために
①プラットフォームの仕組みをよく理解する。
②実際に契約をする相手方は誰なのか、その相手は信用できるのか、よく確認する。
③トラブルの際に、プラットフォーム事業者がどのような対応をしてくれるのか、利用規約などで確認する。

プラットフォーム事業者は契約当事者ではない

･････････････････････････････････①
････････････････････････････②

･･････････････③

・消費者被害の実態～被害救済の困難さ～

　契約が成立すると、その約束を守らなければならない義務（相手方からすると、約束を守ってもらえる権利）
が発生します。つまり、ネットショッピングで商品を購入すると、事業者にはその商品を引き渡す（発送する）
法的な義務が生じ、消費者にはその商品を受け取る権利が法的に保障されます。
　そして、消費者は、代金が支払い済みであるにもかかわらず、商品が届かなければその事業者に対して商
品を引き渡すよう請求することができます。又、消費者は、商品が引き渡されないことを理由に契約を解除し、
支払い済みの代金を返還するよう請求することもできます。さらに、事業者が消費者の請求に応じない場合
には、裁判を起こすこともできます。
　しかし、残念ながら、これは法理論上の話です。実際には、商品が届かないので慌てて事業者に連絡をし
ようとしても、サイトに書かれている電話番号にはつながらず、住所もデタラメなケースが非常に多いので
す。たとえ裁判を起こして勝訴判決を得たとしても、事業者の財産が判明しなければ強制的にお金を払わせ
ることもできません。悪質なネットショッピング事業者に引っかかってしまうと、被害を回復することが困
難です。
　つまり、被害に遭わないことが極めて重要であると言わざるを得ません。

・どこを確認すればよいのか？

　ネットショッピングでは事業者（販売業者）
が実在するかどうか、直接見て確認すること
ができません。
　このため、その事業者が信用できるのかを
よく調べることが重要です。イカ先生の解説
に示したポイントを参考に、住所や連絡先、
支払い方法などの事業者の情報をしっかり確
認したり、いざという時のために連絡先など
の画面を印刷・保存したりすることも有効です。

①住所が途中までしか書かれていない。
②メールアドレスだけで電話番号が書かれていない。
③支払い方法が前払いの銀行振込しかない。
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（3）架空請求トラブル「身に覚えがないのに高額な請求が！」（3）架空請求トラブル「身に覚えがないのに高額な請求が！」

・架空請求を無視していいのは、なぜ？

　架空請求は、まるで消費者に支払義務があるかのように見せかけ、お金をだまし取る手口です。「支払義務
が発生しているか否か」、これを冷静に見極めることが重要です。
　そのためには「契約が成立しているか否か」をよく確認する必要があります。契約が成立していなければ、
何ら義務は発生しません。
　

・契約はどのように成立するか～契約の基本原則～

　契約は、申し込みと承諾の意思表示が合致することで成立します。契約書の作成は、契約の成立要件では
ありません。口頭の申し込みと承諾でも、
契約は成立します。
　スーパーマーケットでリンゴを購入する
例は、中学生にも分かりやすいでしょう。
　消費者がリンゴを差し出す＝ 申し込み
　店員がリンゴの金額を告げる　＝ 承諾
　これにより契約が成立し、消費者と事業
者にはそれぞれ右のような権利と義務が発
生します。

・ムームーの事例は契約が成立しているか？

　ムームーは、「下記サイトから解約のご連絡をお願いいたします。」と記載された URL をクリックしたら、「登
録が完了した」として 99,000 円を請求されました。
　しかし、このサイトは「解約」のためのものと表示されていますから、この URL をクリックしたとしても、
何らかの契約の申し込みをしたことにはなりません。また、契約の内容や条件も提示されていないので、代
金 99,000 円の動画提供サービスの申し込みをしたとはいえません。
　契約が成立していないので、お金を支払う義務も生じないのです。

契約が成立することで、法律上の約束を守らなければいけない義務が
発生する。

契約が成立していないので、お金を支払う義務も生じない。
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3.3.指導者のための押さえておきたい知識指導者のための押さえておきたい知識

・架空請求を無視しなければいけないのはなぜ？

　架空請求は無視しなければなりません。理由は、個人情報が事業者に漏れてしまう危険があるからです。
　ムームーは、請求に驚いて事業者に連絡してしまい、名前や住所、電話番号などの個人情報を伝えてしま
いました。中には、「解約のためには本人確認が必要です」などとして、名前や連絡先などを言わせるという
パターンもあります。
　このようにして悪質業者が入手した個人情報は、別のさまざまな悪質商法の勧誘に用いられてしまうこと
は言うまでもありません。

・個人情報は自分が伝えなければ、相手に知られない

　事業者に個人情報を伝えてしまう要因の 1 つに、既に自分の個人情報が相手に知られているかのような見
せかけの表示が書かれている場合があります。ムームーの場合も、「ご登録端末情報」が表示されていました。
例えば、自分の携帯電話の番号やメールアドレスが表示されることがあるため、ますます焦って、請求金額
を支払ったり、事業者に連絡したりしてしまう人がいます。
　しかし、これは携帯電話に登録されている自分の情報を自動的に表示させるプログラムが仕組んであるだ
けなのです。決して、事業者があなたの個人情報を知っているわけではないのです。個人情報は自分が伝え
なければ、相手には知られません。

・個人情報を漏えいさせるウイルス

　「メールで来た URL をクリックしたら、個人情報を漏えいさせるウイルスをダウンロードしてしまった」
というケースもあるようです。
　いずれにしても、見知らぬメールの URL を安易にクリックしないこと、何かあればすぐに周りの大人に
相談することが大切です。

「消費生活相談センターに相談しよう」では、ムームーが相談している
様子を学習できます。　参考ページ　p 7
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（4）オンラインゲームトラブル「オンラインゲームで高額な請求が ･･･」（4）オンラインゲームトラブル「オンラインゲームで高額な請求が ･･･」
・他人名義のクレジットカードは、絶対に使ってはいけない。

　クレジットカードは、消費者とクレジット会社との間の会員契約に基づいて発行されます。消費者は会員
規約の内容に承諾して申し込みをしているのですから、会員規約に従って、クレジットカードを利用しなけ
ればなりません。
　会員規約には、「クレジットカードは名義人（会員）しか使用してはいけない」という趣旨の規定が数多く
存在します。「他人に貸したり譲渡したりしてはいけない」「紛失した場合には直ちにクレジット会社に届け
出なければならない」というのも同じ趣旨の規定です。さまざまな方向から名義人以外の者がクレジットカー
ドを使用しないように定めているのです。
　では、なぜ、クレジットカードを他人が使用してはいけないのでしょうか。
　次ページで詳しく解説しますが、「クレジットカードを利用することは、クレジット会社に借金をする」の
と同じことです。このため、クレジット会社は、クレジットカード発行の際、申込者の信用（支払能力）を
調査し、その人の信用によってクレジットカードを発行するかどうかや利用限度額を決めます。他人がクレ
ジットカードを利用できてしまっては、消費者信用に基づくクレジットカードの仕組みそのものが成り立た
ないからです。

・クレジットカードの管理

　「クレジットカードを他人に使わせてはいけない」ということは、「他人に使われないよう適切に管理しな
ければならない」ということです。多くのクレジット会社が、クレジットカードの管理に関する規定も設け
ています。
　「子供が親のクレジットカー
ドを利用してオンラインゲー
ム等のインターネット決済を
行ってしまう」という事例は数
多くあります。親子でパソコン
を共用している場合、親がパソ
コンに登録してあるカード番
号等を子供が利用してしまう
ケースもあるようです。
　このような場合に、親が利用
代金の支払いを免れることが
できるケースはほぼありませ
ん。それは、親子だからという
理由ではなく、名義人のクレ
ジットカードの管理に問題が
あったからです。例えば、「ク
レジットカードを入れている
財布をリビングに置いていた」
のように、子供が利用できるよ
うな状況でクレジットカード
を管理していたことの責任を
問われるのです。
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3.3.指導者のための押さえておきたい知識指導者のための押さえておきたい知識

・クレジットカードを利用した時の契約関係　～立替払い契約（三者間契約）～

　消費者が、商品の代金支払いにクレジットカードを利用した場合の契約とお金の流れについて、オンライ
ンゲームのアイテム購入を例に、詳しく見ていきましょう。

①消費者がアイテムを購入し、カード情報
を入力します。

②消費者は、すぐにアイテムを入手するこ
とができます。

③その後、クレジット会社は、ゲーム会社
に利用代金を支払います。これが「立
替払い」です。

④消費者は、後日クレジット会社に利用代
金を支払います。

　この立替払いの仕組みを理解していない人が多く見られます。消費者がクレジット会社に支払った後に、
クレジット会社が販売店にお金を支払うと勘違いしている人も少なくありません。

・立替払い契約の仕組みの２つの意味

　この立替払いの仕組みには、２つの意味があります。１つは、「クレジットカードの利用は借金と同じだ」
ということです。消費者は、後日クレジット会社に利用代金を必ず支払わなければなりません。つまり、支
払い日までの間、クレジット会社にお金を借りているのと同じなのです。
　もう 1 つは、「たとえ手持ちの現金が足りなくても、クレジットカードなら買い物ができてしまう」とい
うことです。さらに、銀行等の口座にお金が足りな
くても、クレジットカードの利用限度額まで買い物
ができてしまいます。このため、ついつい使い過ぎ
てしまうという危険があります。今までいくら使っ
たかを適切に管理して、収入の範囲で利用すること
が必要です。

　近年、さまざまなキャッシュレス決済が普及し、電子マネーを利用する中学生も多いようです。
Suica や PASMO のようなプリペイド型
電子マネーは、事前に入金（チャージ）
して利用する「前払い方式」で、今手元
にある現金の範囲でしか使うことができ
ません。ここが「後払い方式」であるク
レジットカードとの大きな違いです。
　キャッシュレス決済の利用に対する抵
抗感がない中学生が、将来的にクレジッ
トカードを利用するようになった時に、
プリペイド型電子マネーもクレジット
カードも同様のものだと考えてしまう危
険があります。「クレジットカードの利用
は借金と同じだ」という理解をしっかり
とさせることが大切です。

現代の中学生に三者間契約を伝える意義

Web 版消費者教育読本「カートくんの買い物★なびげ〜しょん」より
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（1）「指導と評価の一体化」の充実に向けて（1）「指導と評価の一体化」の充実に向けて

　平成 29 年改訂学習指導要領において、全ての教科等の目標及び内容を「知識及び技能」「思考力、判断力、
表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の育成を目指す資質・能力の３つの柱で再整理しました。すなわち「何
を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）」「理解していること・できることをどう使うか（思考・判断・
表現等）」「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）」の３つが
バランスよく実現できるように指導と評価を再構築することが重要であると指摘されています。
　技術・家庭科では、この再整理を受けて、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」
の評価規準を柱に、全ての学習活動を見直し、一人一人の生徒が自分の力として教科の目標の実現に向けた
学びが充実するよう再構成が求められています。
　消費者教育もこの目標の実現を目指し､ 生徒の経験や実情に根ざして自ら学ぶ意欲を喚起しながら、実践
する力を育むことが重要な視点となっています。

4 中学校技術・家庭科（家庭分野）における消費者教育の実践中学校技術・家庭科（家庭分野）における消費者教育の実践

　平成 28年 12 月の中央教育審議会答申において、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という
目標を学校と社会が共有し、連携・協働しながら「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、学校、家庭、
地域の関係者が幅広く共有し活用できる「学びの地図」としての役割を果たすことができるよう 6つの改善点
を示し、「カリキュラム・マネジメント」の充実を目指すよう求められました。すなわち、「何ができるように
なるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「子供一人一人の発達をどのように支援するか」「何が身に付いたか」
「実施するために何が必要か」の視点を明確にした学習指導要領の告示となったことは記憶に新しいことです。
　家庭分野における消費者教育の充実は、従前の学習指導要領にも示されていたところですが、今回の中央教
育審議会答申が指摘する「何が」や「どのように」の具体的な視点をきちんと踏まえた指導・支援が重要であ
ることをさらに深める必要があると考えます。

（2）主体的・対話的で深い学びの充実に向けて（2）主体的・対話的で深い学びの充実に向けて

　生徒が学習内容を自分の生き方や社会の在り方と結び付けて深く理解し、生涯にわたって能動的に学び続
けることができるために一層の授業改善が必要です。それは「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、
アクティブ・ラーニングの視点に立った授業の改善が不可欠であると考えます。
　このことは、単に実践すればよいということではなく、学習する内容や時間のまとまりを見通して授業改
善する視点を明確にしたカリキュラム開発が求められています。

（3）「かしこいヒツジへの道」の活用について（3）「かしこいヒツジへの道」の活用について

　本教材は、ヒツジ島に暮らすヒツジの子供たちの生活を通して、身近な消費者問題を取り上げ、そこに潜
む課題について解決の方策を考えるものです。教材を通して生徒の気付きを促し、課題解決への道筋を丹念
に積み上げる過程の中で生徒の実際の生活へと場面展開し、情報化社会によって生じる 4 つのトラブルにつ
いてより具体的な方策を考え、実践する力を育むことをねらいとしています。
　パソコン、スマートフォン等のめざましい普及により、生徒が簡単に物資・サービスを購入できる道が開
けていますが、一方、一人で完結できる手軽さは、問題が生じたときの解決の道筋をどのように求めたらよ
いのか、また、誰にどこに相談したらよいのかが見えにくくなっています。
　ヒツジの子供たちが直面する課題を生徒の課題として捉え、よりよい消費者の育成に向けて活用していた
だきたいと考えます。
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4.4.中学校技術・家庭科（家庭分野）における消費者教育の実践中学校技術・家庭科（家庭分野）における消費者教育の実践

題材 消費者としての自覚を持
とう

販売方法と支払い方法
について知ろう

商品の選択と購入につ
いて考えよう

消費者トラブルを解決す
る方法を考えよう

消費者の権利と責任に
ついて考えよう

よりよい消費生活を目
指して

時間 1 1 1 1 1 1

小題材

（C 消費生活・環境）

・自分たちの消費生活に
ついて考えよう

・販売方法の種類と特徴
について知ろう

・商品の選択と購入に
ついて考えよう

・契約について知ろう ・消費者を支える法律や制
度について知ろう

・環境に配慮した消費生
活を考えよう（グリーン
コンシューマー等）

・支払い方法の種類と特
徴について知ろう

・商品購入のための生活
情報の収集や活用方法
を考えよう

・消費生活のトラブルを
理解し予防法や対処法
を考えよう

・クーリング・オフの方
法を理解しよう

・持続可能な社会に必
要なライフスタイル
を考えよう

・エシカル消費を理解
しよう

・消費者の権利と責任に
ついて考えよう

・エシカル消費を考え
よう

（１） ア（ア）購入方法や支払い方
法の特徴 ○ ◎ ○ ○

ア（ア） 計画的な金銭管理の
必要性 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

ア（イ） 売買契約の仕組み ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

ア（イ） 消費者被害の背景と
対応 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

ア（イ）
物資・サービスの選
択に必要な情報の収
集・整理

○ ○ ◎ ○ ○ ○

イ
物資・サービスの選
択に必要な情報を活
用して購入、工夫

○ ◎ ○

（２）ア
消 費 者 の 権 利 と 責
任、環境や社会へ及
ぼす影響

〇 ○ ○ ○ ◎ ◎

（２）イ 自立した消費者とし
ての責任 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

（3）ア 環境に配慮した消費
生活 〇 ○ ◎ ○ 〇 ◎

指導事項

・物資とサービスと金銭
の流れ ・購入方法と支払い方法 ・商品購入へのプロセス ・消費者の権利と責任

・環境に配慮した生活
スタイル（購入から
廃棄までの消費行動）

・消費生活の仕組み ・通信販売の利点と問
題点

・生活情報の収集・活
用（表示・マーク等）・クーリング・オフ制度 ・消費者基本法 ・エシカル消費

・売買契約の仕組み ・クレジットによる三
者間契約 ・エシカル消費

（4）内容「C消費生活・環境」における題材配列と指導内容の例（4）内容「C消費生活・環境」における題材配列と指導内容の例
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5 授業展開例及びワークシート授業展開例及びワークシート

（1）技術・家庭科（家庭分野）での活用事例①（1）技術・家庭科（家庭分野）での活用事例①

●題材名 販売方法と支払い方法について知ろう

●目　標 家庭生活における消費の重要性に気付く。物資やサービスの適切な選択、購入および活用な
どができ、環境に配慮した消費生活を工夫できるようにする。

●小題材名 販売方法と支払い方法

内容C
・販売方法の種類と特徴について知る

・支払い方法の種類と特徴について知る
			 
●学習指導過程

時間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導入

10 分

1. ワーク「次の商品をどこで購
入し、どのように支払うかを
考えよう。」の回答をワーク
シートに記入する。

○ワークを通し、日常生活の中で、購入方法と支払
い方法が多様化していることに気付かせる。

○「今日は Web の事例をもとに、購入方法と支払い
方法のメリット、デメリットについて考えてみよ
う」と伝える。

ワークシート①の 1

Web「はじめに」

展開Ⅰ

15 分

2. 通信販売の特徴（利点と問題
点）を理解する。

ミーミーが購入した財布の表示
をワークシートに記入し、「何を
確認しなければいけなかったの
か」を考え、意見交換する。

通信販売の利点と問題点を考え、
ワークシートに記入する。

ネットショッピングの特徴について、Web 版読本の
事例をもとに考えさせる。

○ミーミーが購入した財布が届かなかったことから、
通信販売の利点と問題点を考えさせる。

○「イカ先生の解説、今日のココツボ」から、以下
のことを伝える。

・ネットショッピングを利用する時は、「誰が売って
いるのか」よく確認する。

・支払方法が前払いしかない場合は、怪しいと疑って
みる。悪質な事業者の場合、支払った代金を取り戻
すことは困難なので注意する。

○通信販売の特徴を押さえ、「誰が売っているのかを
確認する」ことの大切さに気付かせる。

Web「買ったものが届かない…」

ワークシート①の２

Web「買ったものが届かない…（確
認ポイントとおさらいクイズ）」
ワークシート①の 3

展開Ⅱ

15 分

3. 支払い方法の種類と後払いの
クレジットカードの仕組みに
ついて理解する。

メーメーの事例をもとに、後払
いのクレジットカードの注意点
を考える。

「クレジットカード」について、Web 版読本の別の
事例をもとに考えさせる。

○「メーメーは、請求書が来るまで気付かず、30 万
円もゲームの課金をし続けてしまったのはなぜだ
ろう」と問いかける。

○支払い時期の違いによって、特徴が違うことを説
明し、後払いのクレジットカードの利点と問題点
を考えさせる。

○イソギン・チェック相談員の解説から、以下のこ
とを伝える。

・他人名義のクレジットカードは絶対使ってはいけな
い。クレジットカードは契約した人しか使えない。

○「イカ先生の解説」で、クレジットカードの仕組
みを説明し、以下のことを理解させる。

・クレジットカードの利用とは「借金」をすること。
・手元に現金がなくても買い物ができるのは、クレ

ジット会社が消費者の代わりに代金を支払っている
からである。

Web「オンラインゲームで高額な
請求が…」

ワークシート①の 4

Web「オンラインゲームで高額な
請求が…（確認ポイントとおさら
いクイズ）」

まとめ
10 分

4. 学習を振り返り、まとめる。 ○販売方法と支払い方法の種類と特徴をよく理解し
たうえで購入できるとよいと伝える。

ワークシート①の 5

「はじめに」を見る。

「買ったものが届かない…」を
見る。

「買ったものが届かない…（確
認ポイントとおさらいクイ
ズ）」を見る。

「オンラインゲームで高額な
請求が…」を見る。

「オンラインゲームで高額な
請求が…（確認ポイントとお
さらいクイズ）」を見る。
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5.5.授業展開例及びワークシート授業展開例及びワークシート

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
　
販
売
方
法
と
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
名
前

1.
次
の
商
品
を
ど
こ
で
購
入
し
、
ど
の
よ
う
な
支
払
い
方
法
で
支
払
う
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
お
菓
子
を
買
う

②
く
つ
を
買
う

③
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う

④
電
車
に
乗
る

⑤
音
楽
を
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
す
る

購
入

方
法

例
）
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア

専
門
店

自
動
販
売
機

駅
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

支
払
い

方
法

na
na

co
現
金

現
金

LI
N

EP
AY

Su
ic

a
iT
un
es
カ
ー
ド

（
　
店
　
舗
　
）
販
売

小
売
店
、
百
貨
店
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
　
無
店
舗
　
）
販
売

（
　
通
信
　
）
販
売
　（
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）、
　
訪
問
販
売
、　
自
動
販
売
機

2.
W
eb
版
読
本
「
買
っ
た
も
の
が
届
か
な
い
･･
･」
を
見
て
、
ミ
ー
ミ
ー
が
購
入
し
た
サ
イ
ト
の
広
告
画
面
か
ら
必
要
な

　
事
項
を
記
入
し
、
何
を
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ミ
ー
ミ
ー

商
品
の
表
示

誰
が
売
っ
て
い
る
︖

口
コ
ミ

こ
の
財
布
を
買
っ
た
ら
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
。

本
当
に
運
が
よ
く
な
っ
た
み
た
い
。

運
営
会
社

株
式
会
社
　
ヒ
ポ
ポ
ダ
マ
ス

シ
ョ
ッ
プ
名

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
　
ダ
マ
ス
屋

財
布
の
効
果
で
恋
人
が
で
き
た
。
ラ
ッ
キ
ー
。

運
営
責
任
者

カ
バ
ガ
ダ
　
マ
ス
ヨ

所
在
地

東
京
都
カ
バ
市
ヒ
ッ
ポ
町

値
段
（
値
引
き
前
）

5,
00
0
円

連
絡
先

da
m

as
u@

fr
ee

.m
ai

l

値
段
（
値
引
き
後
）

2,
00
0
円

支
払
い
方
法

前
払
い
に
よ
る
銀
行
振
り
込
み
（
振
込
手
数
料

は
客
負
担
）

こ
こ
か
ら
気
付
い

た
こ
と

正
規
の
金
額
よ
り
大
幅
に
安
い
。
コ
メ
ン
ト
が
怪
し
い
。
所
在
地
に
番
地
が
な
い
、
連
絡
先
に
電
話
番
号
が
な
い
、
メ
ー
ル

が
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
。

3.
通
信
販
売
の
場
合
、
店
舗
販
売
と
比
較
し
て
ど
こ
に
気
を
付
け
た
ら
よ
い
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

店
舗
販
売
は
、
お
店
を
見
て
買
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
通
信
販
売
は
誰
が
売
っ
て
い
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

購
入
す
る
前
に
、
誰
が
売
っ
て
い
る
の
か
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

4.
W
eb
版
読
本
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
高
額
な
請
求
が
･･
･」
を
見
て
、
メ
ー
メ
ー
が
30
万
円
も
ゲ
ー
ム
の
課
金
を
し
続
け
て
し
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
か

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
の
世
界
の
課
金
だ
と
、
現
実
感
が
な
い
か
ら
。
そ
の
場
で
財
布
か
ら
お
金
が
減
ら
な
い
か
ら
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
後
で
ま
と
め
て
支
払
う
の
で
、
い
く
ら
使
っ
た
か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
。

支
払
い
時
期
の
違
い
に
よ
る
カ
ー
ド
の
分
類

支
払
い
方
法

カ
ー
ド
の
種
類

機
　
能

（
　
　
前
　
　
）
払
い

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

事
前
に
お
金
を
払
っ
て
、
付
与
さ
れ
た
カ
ー
ド
金
額
ま
で
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る
。

（
　
即
時　
　
）
払
い

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

カ
ー
ド
利
用
と
同
時
に
、
代
金
が
銀
行
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
。

（
　
　
後
　
　
）
払
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

買
い
物
の
後
に
、
代
金
が
銀
行
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み

5.
今
日
の
学
習
を
踏
ま
え
、
新
た
に
気
付
い
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
便
利
だ
が
、「
商
品
が
届
か
な
い
」
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
怖
い
と
思
っ
た
。

通
信
販
売
を
利
用
す
る
と
き
は
、
誰
が
売
っ
て
い
る
の
か
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、
購
入
す
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
見
て
、（
　
　
　
　
　
　
）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

◆
　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
時
は
、「
誰
が
売
っ
て
い
る
の
か
」
よ
く
確
認
す
る
。

　
　
会
社
名
、（
　
所
在
地
　
）、
（
　
電
話
番
号
　
）
は
必
ず
確
認
す
る
。

◆
　
支
払
い
方
法
が
（
　
前
　
）
払
い
し
か
な
い
場
合
は
、
怪
し
い
と
疑
っ
て
み
る
。
悪
質
な
事
業
者
の
場
合
、
支
払
っ
た
代
金
を

　
　
取
り
戻
す
こ
と
は
（
　
困
　
難
　
）
な
の
で
注
意
す
る
。

◆
　（
　
他
　
人
　
）
名
義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
絶
対
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
（
　
契
　
約
　
　
）
し
た
人
し
か
使
え
な
い
。

◆
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
と
は
「（
　
借
　
金
　
）」
を
す
る
こ
と
。
手
元
に
現
金
が
な
く
て
も
買
い
物
が
で
き
る
の
は
、

　
　（
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
　
）
が
消
費
者
の
代
わ
り
に
代
金
を
支
払
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

復
習
問
題

イ
ソ
ギ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク

相
談
員

メ
ー
メ
ー
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（2）技術・家庭科（家庭分野）での活用事例②（2）技術・家庭科（家庭分野）での活用事例②

●題材名 消費者トラブルを解決する方法を考えよう

●目　標 自分や家族の消費生活に関心を持ち、消費者の基本的な権利と責任について理解する。

●小題材名 契約と消費生活のトラブル

内容C
・契約について理解する

・消費生活におけるトラブルについて理解し、その予防方法、対処方法が分かる
			 
●学習指導過程

時間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導入

5 分

1. ク イ ズ「 次 の 中 で 契 約 は ど
れ？」の答えをワークシート
に記入する。

○クイズを通し、日常生活の中で、契約が身近にあ
ることを知らせる。

○「今日は契約について Web 版読本の事例をもとに
考えてみよう」と伝える。

ワークシート②の 1

展開Ⅰ

20 分

2. 契約は法律上の責任が伴うた
め、契約した内容に拘束され
ることを理解する。

マーマーが購入した浮き輪の表
示をワークシートに記入し、「何
を確認しなければいけなかった
のか」を考え、意見交換する。

消費生活のトラブル予防のため
に、どうしたらよいかを考え、
ワークシートに記入する。

「契約の拘束力」とは具体的にどのようなことか、
Web 版読本の事例をもとに考えさせる。

○マーマーが購入した浮き輪が「イメージと違った」
原因は何かを考えさせる。

○「イカ先生の解説、今日のココツボ」から、以下
のことを伝える。

・契約は売り主と買い主の合意（申し込みと承諾）で
成立する。

・契約は、お互いに決めた約束を守らなければいけない。
・通信販売にはクーリング・オフ制度がない。

○契約前に契約内容を確認することの大切さに気付
かせる。

Web「買ったものがイメージと違
う！」

ワークシート②の２

Web「買ったものがイメージと違
う！（確認ポイントとおさらいク
イズ）」

ワークシート②の 2

展開Ⅱ

15 分

3. 契約は売り主と買い主の合意
で成立することを理解する。

ムームーに届いた請求メールは
「契約が成立しているか」を考え、
ワークシートに記入し、意見交
換する。

消費生活のトラブル予防のため
に、どうしたらよいかを考え、
ワークシートに記入する。

「契約が成立しているかどうか」について、Web 版
読本の別の事例をもとに考えさせる。

○イソギン・チェック相談員の解説から、以下のこ
とを伝える。

・架空請求には慌てない。
・あせって事業者に連絡してはいけない。
・周りの大人に相談する。

○　「イカ先生の解説、今日のココツボ」から、以下
のことを伝える。

・契約が成立していなければ、支払い義務は生じない。

○契約の拘束力は、「契約の成立時点」から発生する
ことを理解させる。

Web「身に覚えがないのに高額な
請求が！」

ワークシート②の 3

Web「身に覚えがないのに高額な
請求が！（確認ポイントとおさら
いクイズ）」

まとめ

10 分

4. 学習を振り返り、まとめる。 ○契約について理解させ、被害の未然防止が大切で
あるが、被害に遭ってしまった場合は身近な大人
や消費生活センター等に相談することもできるこ
とを知らせておく。

Web「おわりに」　　

ワークシート②の４

「買ったものがイメージと違
う！」を見る。

「身に覚えがないのに高額な
請求が！」を見る。

「買ったものがイメージと違
う！（確認ポイントとおさら
いクイズ）」を見る。

「おわりに」を見る。

「身に覚えがないのに高額な
請求が！（確認ポイントとお
さらいクイズ）」を見る。
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5.5.授業展開例及びワークシート授業展開例及びワークシート

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
　
契
約
と
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
名
前

1.
こ
れ
っ
て
契
約
か
な
？
　
契
約
だ
と
思
う
も
の
に
○
、
契
約
で
な
い
と
思
う
も
の
に
×
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
お
菓
子
を
買
う

②
親
に
毎
日
家
事
を

　
す
る
約
束
を
す
る

③
自
動
販
売
機
で

　
飲
み
物
を
買
う

④
電
車
に
乗
る

⑤
音
楽
配
信
サ
イ
ト
か
ら

音
楽
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る

（
　
○
　
）

（
　
×
　
）

（
　
○
　
）

（
　
○
　
）

（
　
○
　
）

2.
W
eb
版
読
本
「
買
っ
た
も
の
が
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
︕
」
を
見
て
、
マ
ー
マ
ー
が
購
入
し
た
サ
イ
ト
の
広
告
画
面
か
ら

　
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
何
を
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

手
伝
う
ね
！

マ
ー
マ
ー

商
品
の
表
示

購
入
条
件

サ
イ
ズ

10
0
㎝

胸
囲
の
目
安
　
80
ｃ
ｍ

送
料

無
料
（
や
ぎ
パ
ケ
ッ
ト
便
に
よ
る
郵
送
）

手
数
料

代
金
引
換
の
場
合
25
0
円
。現
金
振
込
の
場
合
振
込
手
数
料
。

数
量

1
個

支
払
い
方
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
東
京
ペ
イ
、
代
金
引
換
、
現
金
振
込
。

（
振
込
手
数
料
は
お
客
様
負
担
）

値
段

2,
00
0
円

材
質

PV
C（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
）

返
品
に
関
す
る
条
件

初
期
不
良
の
み
返
品
可
。（
返
品
の
送
料
は
事
業
者
負
担
）

色
白

お
客
様
都
合
の
返
品
は
不
可
。

他
に
気
付
い
た
こ
と

ST
マ
ー
ク

他
に
気
付
い
た
こ
と

商
品
到
着
後
す
ぐ
に
空
気
を
入
れ
て
問
題
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

契
約
前
に
、
商
品
の
表
示
や
購
入
条
件
を
よ
く
確
認
す
る
。

契
約
は
成
立
し
て
（
い
る
・
い
な
い
）
と
思
う
。

（
理
由
）

ム
ー
ム
ー
は
、
契
約
を
継
続
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
な
い
か
ら
。

4.
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
気
付
い
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
便
利
だ
が
、実
物
を
見
て
い
な
い
の
で
、自
分
の
思
っ
た
通
り
の
商
品
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。「
返
品
で
き
な
い
」

サ
イ
ト
も
あ
る
の
で
、
契
約
す
る
前
に
商
品
の
表
示
や
購
入
条
件
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
申
し
込
む
よ
う
に
し
よ
う
と
思
う
。

3.
W
eb
版
読
本
「
身
に
覚
え
が
な
い
の
に
高
額
な
請
求
が
･･
･
！
」
を
見
て
、
ム
ー
ム
ー
に
届
い
た
メ
ー
ル
の
契
約
は
「
成
立
し
て
い
る
か
、
い
な
い
か
」

を
考
え
、
理
由
と
と
も
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。 ム
ー
ム
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
見
て
、（
　
　
　
　
　
　
）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

◆
　
契
約
は
、
売
り
主
と
買
い
主
の
合
意
（（
　
申
し
込
み
　
)
と
承
諾
）
に
よ
り
成
立
す
る
。

◆
　
契
約
が
一
度
成
立
し
た
ら
、
お
互
い
に
決
め
た
（
　
約
　
束
　
）
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
原
則
ど
ち
ら
か
一
方
の
都
合
で
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

◆
　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
時
は
、
商
品
の
（
　
表
　
示
　
）
や
購
入
（
　
条
　
件
　
）
を
よ
く
確
認
す
る
。

　
　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
な
い
の
で
、
特
に
（
　
返
　
品
　
）
条
件
は
重
要
。

◆
　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
慌
て
な
い
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
周
り
の
（
　
大
　
人
　
）
に
相
談
す
る
。

◆
　
契
約
が
（
　
成
　
立
　
）
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
よ
く
確
認
す
る
。
契
約
が
（
　
成
　
立
　
）
し
て
い
な
け
れ
ば
、

　
　
お
金
を
支
払
う
義
務
は
な
い
。
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
支
払
わ
な
い
、
無
視
す
る
。

イ
カ
先
生

復
習
問
題

契
約
は
成
立
し
て
（
い
る
・
い
な
い
）
と
思
う
。

（
理
由
）

ム
ー
ム
ー
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（3）社会科（公民的分野）での活用事例（3）社会科（公民的分野）での活用事例
中学校第３学年　社会科（公民的分野）

●単元名 消費生活と経済

●目　標 身近な経済生活である消費を中心に、経済活動の意義について理解するとともに、自らの消
費生活に関する行動や消費者問題について考察し、国や地方公共団体の消費者政策や消費者
の権利と責任について理解する。

●単元の流れ〔評価規準〕【全４単位時間扱い】

1. 自らの消費生活を基に、経済活動について理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　〔知識・技能〕

2. 消費者問題が起こる理由について考察することを通して、「契約」によって消費生活が成り⽴っている
ことなどを理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔知識・技能〕〔思考・判断・表現〕

3. 具体的な消費者問題について考察することを通して、「消費者の保護」のための消費者行政に関わる国
や地方公共団体の役割について理解する。　　　　　　　　　　　〔知識・技能〕〔思考・判断・表現〕

4. 消費者行政の課題から、「消費者の責任」、「自⽴した消費者」について考察し、これから消費者として
どのように行動していくべきかを追究する。　　　〔思考・判断・表現〕〔主体的に学習に取り組む態度〕

			 
●学習指導過程【第 3時】

時間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導入

10 分

1. 前時までの学習を振り返り、
さまざまな支払い方法がある
ことや、「契約」について学習
したことを確認する。

2. 本時の学習課題を確認する。
「消費者問題が起こらないよう
にするためにどうしたらよい
だろうか。」

・インターネット上での支払い方法や、「契約」が成
立する場面について触れるようにする。

・身近な消費者問題について、生徒に思いつくことを
挙げさせて、イメージをもたせる。

Web「はじめに」

展開

30 分

3. 消費者問題が起こる原因と、
消費者問題が起こらないよう
にするために必要なことを考
える。

Web 版読本を使用して、具体的
な消費者問題について確認する。

・Web 版読本を視聴する視点として、「消費者問題が
起こる原因」と、「消費者問題が起こらないように
するために必要なこと」であることを説明する。

・「買ったものがイメージと違う！」では、商品の表
示や購入条件について確認する。

・「買ったものが届かない…」では、販売元の情報に
ついて確認する。

Web
・「買ったものがイメージと違う！」
・「買ったものが届かない…」

○消費者問題が起こる原因につ
いて考える。

○消費者問題が起こらないよう
にするために必要なことは何
かについて考えをまとめ、班
で話し合う。

・視聴した消費者問題の事例が起こる原因について、
考えさせる。

・消費者、企業、国や地方公共団体の立場を示し、多
面的・多角的に考えさせるようにする。

ワークシート

ワークシート

4. 消費者の権利と国の消費者問
題に関する政策について確認
する。

・「消費者の４つの権利」や消費者問題関連の法律な
どを取り上げる。

・消費者行政としての消費生活センターの役割につい
て触れるようにする。

Web「おわりに」

まとめ
10 分

5. 本時の学習を振り返り、学ん 
だことや学習課題について考
えたことを記入する。

・自立した消費者として、私たちの消費生活が地球環
境などに影響を与えることについて自覚することの
大切さに触れる。

ワークシート

「買ったものがイメージと違
う！」「買ったものが届かない
…」を見る。

「おわりに」を見る。

「はじめに」を見る。
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5.5.授業展開例及びワークシート授業展開例及びワークシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3年（　　　）組　　名前（　　　　　　　　　　）

ワークシート

本時の  学習課題 
　　　　「消費者問題が起こらないようにするためにどうしたらよいだろうか。」

■ Web 版読本を視聴して、消費者問題が起こる原因について、あなたの考えを記入しましょう。

Web 版読本の事例 消費者問題が起こる原因

マーマー編
「買ったものがイメージと違う！」 ・購入前に商品の表示や購入条件をよく確認しなかったから。

・サイズや返品条件を確認せずに、買ってしまったから。

ミーミー編
「買ったものが届かない･･･」 ・購入前に誰が売っているのか、よく確認しなかったから。

・住所や電話番号をよく確認せずに、買ってしまったから。

■次の（　　　　）に当てはまる言葉を下の選択肢から選び、記入しましょう。
　消費者には、「商品を買うか買わないか、何をどれだけ買うか」などを決める権利があり、消費者に（　①主権　）
があることが経済活動の原則である。
　企業には、（　②利潤（利益）　）を追求するとともに、安全な商品やサービスを提供することや、公正な経
済活動を行う役割がある。しかし、中には行き過ぎた広告で消費者に誤解をさせたり、欠陥品、詐欺、悪質商
法のように、消費者の生命・身体、（　③財産　）をおびやかしたりする消費者問題が起こっている。
　消費者問題が起こる背景には、消費者と企業との間に、情報の質と量、交渉を行う力に圧倒的な（　④格差　）
がある。消費者（　①主権　）を確立するためには、国や地方公共団体が、消費者の権利を保障していくこと
が重要である。
　 選択肢：　　格差　　主権　　財産　　利潤（利益）

　　　　　　

■それぞれの立場で、「消費者問題が起こらないようにするために必要なこと」を考えてみましょう。

立　場 必要なこと

消費者
・購入前に、いろいろな商品を比較検討する。
・購入前に、商品の表示や購入条件をしっかりと確認する。
・消費者問題について勉強する。

企業（事業者）
・消費者の安全に配慮した商品を作る。
・消費者が誤解しないような分かりやすい表示にする。
・誇大な広告で消費者をあおらない。

国や地方公共団体
・悪質事業者を取り締まる。
・広告などの規制を強化する。
・消費者に情報を提供する。

　

■本時の学習を振り返り、学んだことや本時の学習課題について考えたことは何ですか。

消費者問題が起こらないようにするためには、消費者として購入前に企業のことや、商品の表示や購入
条件を調べることが大切だと思った。企業は、利潤（利益）の追求だけでなく、消費者に安全な商品やサー
ビスを提供する必要がある。また、国（地方公共団体）には、違反した企業を取り締まったり、法律を
強化したりして、消費者を守る役割があることが分かった。
消費者が消費生活センターに相談すると、その情報が次の被害を防ぐために役立つことが分かった。
地元の消費生活センターは、どのような仕事をしているかについてさらに詳しく調べてみようと思った。
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